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P2−33　細胞診検査 に お い て核内細胞質封入体が Lobuiar　endocervical 　glandular　hypeエplasiaに 高率に認め られ る

由梨大

端　晶彦，奈良政敏，大森真紀子，平 田修司，星　和彦

【臣的】子 宮 頸 部 胃型形 質発 堤病変 と して 悪 雛腺腫，分葉状 頸管腺過形成 （Lobular　end   cervieal 　glandular　hypefplasi＆ LEGH ）

などが 注目され て い る、LEGH に 粘液性腺癌が 合併する 例が報告されて い るが，　LEGH が 前癌病変的性格 を持 つ かは結論 が で

て い な い 、籤床で 取 り扱 う霧型 形質発現病変と して は LEGH が多い と考え られ，　 LEGH 症例 の 管理 は重 要で あ る．　 LEGH
に お け る術前細胞診所見の 特徴 を検討 した．【方法｝当院及 び 関連病院で 経験 した症例を用 い た．LEGH 症例 23例，　 LEGH
か ら発坐 し た と推定され る腺癌を合併 した 5症例，悪性腺腫 4 例，対象として 通常の 内頸部型粘液性腺癌 1  例 の 術前細胞診

所見を検討 した．械 績】LEGH 症例 （23例 ）は，細胞 異 型 は ほ とん ど認 めず，緇 胞集塊 は平両 胸 配 列 を示 し，黄色調粘液 を

有す る細胞集塊 が 高頻度に 出現 して い た （20，
123 ，87％ ）．明 らか な核内細胞質封入体 （INCI）の 田現を 17例 （17！23，74％ ）

に 認 め た．LEGH に腺癌 を合併 し た 5例 は 前述 の 王．EGH 特有 の 細胞 （黄色調粘液 5／5，100％ ，　 INCI 　5／5，100％）に混 じっ て

腺癌を推 定で き る異型 細 胞 が全 例 に認 め られ た．線癌 を推 定で きる細胞 に は 夏NCI は 認め なか っ た、悪性腺腫で は細鞄集塊 に

立体感が あり，核 の 重積性，核小体の 大型化が見 られ，黄色調か らオ レ ン ジ調の 色調を呈す る 豊富な粘液を持 つ 細胞集団を認

めた、INCIは確認 で きなか・
） た．通常の 内頸部型粘液性腺癌で は，腺癌と診断で きる細胞集塊 が認め られ た が，王NCI は確認

で きなか っ た，【結論IINCIは LEGH に の み 高頻 度 に 出 現 して い た．　 INCI は LEGH に特徴的 な所 見 で ある 可能性 が あ る．
LEGH に腺癌を合併する 症例で は LEGH 特有の 細胞に混 じっ て 腺癌が 示唆され る細胞 の 出現に注意が必要 で ある，

P2・34　5 年以 上 経避観察を お こ なっ た CIN 症儕 の 検討

産業医大

卜部理 恵，松浦祐介，北 島光泰，川越俊典，土 岐尚之，蜂 須賀徹 柏 村 正 道

【目的】GI翼 癨例の 取 り扱い は 施設に よっ て 方針が 異な り， 特に C】眠 1！2 の 症剛の 経過観察の 問隔， 治療 を行うか 否か ，また

治療時期につ い ての コ ンセ ン サス は得 られて い ない ，5年以上長期経過観察を行っ た CIN症例 にお け る転帰お よび，その 因子

につ い て コ ル ポ ス コ ピー所 見 を中心 に検 討 した．【方法】1984年 以 降，CIN と診 断 さ れ，5 年以 上経 過 観 察 で き た 161 症 例 につ

い て そ の 転帰 を消失 ・
存続

・
進行 に分け検討 した．6 ヶ 月 ご とに コ ル ポス コ ピー，細胞診を行 い 増悪が 疑 わ れ た場合 に組織診

を 施行 した．2 年間以 L コ ル ポ ス コ ピー，細胞診ともに陰性 の 場合を消失 と定義 し た．CINI で は 2段階以 上，　 CIN2，3で は

浸潤癌 となっ た場合を進行と定義した．初診時 の コ ル ポス コ ピー
所見は 診療録を参照 し異常撰見の 広が 参と種類 につ い て検

討 した．【成績1消失 は CIN1 で 47／81 （58％），　 CIN2 で 17！52 （32％），　 CIN3で 14／28 （50％）に 認 め られ た．進 行 は CIN1
で 6％，CIN2で IG％，　 CIN3で 0％ で あっ た．初診時に CIN2 と診断 しその 後 浸潤癌へ 進行 した 症例が 5例み られた．初診

時 35 歳未満の 若年例の CINI で は 消失が 多 い 傾向が 認 め られ た ．コ ル ポ ス コ ピー所見 は，病変が 1〆2 周未満 であ っ た 症 例 の

割合が CINI ；65％，　 CIN2：36％，　 CIN3；35％，全周性病変 は CINI ：5％，　 CIN2 ：8％，　 CIN3 ：29％ に認 め られ た．異 常所見 が

2種類 以 上 み られ た 割 合 は CIN1 ：26％，　CIN2 ：40％，　 CIN3 ：61％ で あっ た．　CIN2 症 例中，病変が 1／2 周朱満 で 存続
・
進行 し

た 例は 14〆35 （40％）で あ り，2 種類以上 の 異常所見がみ られた症例 で存続
・
進行は 15／35 （43％ ）で あ っ た，【結論】初診時

の コ ル ポ ス コ ピー所見 と転帰との 関連 は 見い だせ ず．CIN2 の 症例で あ っ て も浸潤癌へ 進行する 例もある た め 慎重 な対応が求
め られ る．

P2−35　子宮頭癌検診 に おけ る 年次別細胞診陽性率およ び採取器具の 違い に よ る 検討

豊 見 城 中央 病院
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【目的】子宮頸癌検診 の 綱胞診隙 生率 を年次 朋
・
年代嬲 に比 較

・
検討 した，また採取器具 の 違 い に よ る結果も併 せ て 解析 した，

【方法】平成 13年 4 月〜平成 19年 3月まで 当院健康管理セ ン ターを受診した 人の 細胞診陽性率，転帰に つ い て 検討 した．採

取器具は，平成 13年 4月〜平成 18年 3月は 綿捧 を使用 し，平 成 18年 4月
〜平 成 19 年3 月 は サ イ トブ ラ シ を導入 して お り，

両期 間に お い て 姥 較
・
検討 し た，【成績1 平成 姶 年 4 月〜平成 19年 3 月よ 砂当院健康管理セ ン ター

を受診 した 患者総数 は

18，254人 で あ り，そ の 中で 細胞診陽性者 は 169 入 （0．9％ ）で あ っ た．平成 13〜17年度まで の 平均受診者 は 2，982人，平均細

胞診陽性者は 19人 （0君％ ）で あ っ た が ．平成 18年度 は 受診者 3，345人，細胞診陽性者 75人 （22 ％ ） と細胞診陽性者数 は有

意 に上 昇 した （p＜ 0．Ol＞．年代別 で は，30代，40代 で 有意に 上 昇 して い た （p く O．05）．平成 18年度 の 細胞診陽性者75 入の 転
帰 は以 下 の 通 りで あっ た．組織診で 異常なし34人，軽度異形成 16人，中等度異形成 6人，高度異形成 ll 人，上皮内癌 4

人，詳細不開 4 人で あっ た．【結謝 サイ トブラ シ を導入した平成 18年度 は，細胞診陽性率が有意に 高い 結果とな っ た、サ イ

トブ ラ シ に よ る 組織 の 採取 で は，細胞 を多量に 採取で き，頸管内の 評価 に 有用 と思 わ れ た，また若年者に細 胞診陽性率が 増加

して お り，そ の 転帰 で は軽 疲異 形 成や 寫度異形成 が著 明 に 増加 して い た．
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